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建
武
5
（
１
３
３
８
）
年
足あ

し
利か

が
尊た

か
氏う

じ
が
征
夷
大

将
軍
と
な
り
、
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
室
町
時
代

の
始
ま
り
で
す
。
時
は
流
れ
、
8
代
将
軍
義よ

し

政ま
さ

の

時
代
に
、
応
仁
の
乱
が
契
機
と
な
り
、
以
後
戦
乱

の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
天
文
3（
１
５
３
４
）年
、

足
利
義よ

し
冬ふ

ゆ
（
11
代
将
軍
義よ

し

澄ず
み

の
子
で
、
10
代
義よ

し

稙た
ね

の
養
子
と
な
る
）
は
、
阿
波
国
の
守
護
大
名
細
川

一
族
に
迎
え
ら
れ
、
京
都
か
ら
阿
波
国
平
島
（
現

那
賀
川
町
）
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
平
島
は
、
足

利
尊
氏
が
建
て
た
天
竜
寺
（
京
都
）
の
所
領
で
あ

り
、
こ
こ
に
は
那
賀
川
の
河
口
か
ら
近
畿
へ
行
く

港
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
島
よ
り
次
期
将
軍
を
め
ざ
す
義
冬
。
こ
れ
が

初
代
阿
波
公
方
で
す
。「
阿
波
公
方
」
と
い
う
呼

び
方
は
、
足
利
尊
氏
が
朝
廷
か
ら
公
方
の
称
号
を

授
か
っ
た
こ
と
で
、「
公
方
」
が
足
利
将
軍
家
一

族
の
肩
書
き
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
島
に
渡
っ
た
義
冬
の
こ
と
も
住
民
た
ち
が
「
公

方
さ
ま
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

義
冬
は
、
阿
波
国
の
三
好
三
人
衆
に
擁
立
さ
れ
、

上
洛
の
好
機
を
得
ま
し
た
が
、
病
で
果
た
せ
ず
、

そ
の
子
義よ

し

栄ひ
で

が
意
志
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
永
禄

11
（
１
５
６
８
）
年
2
月
8
日
、
足
利
義
栄
は
、

室
町
幕
府
14
代
の
将
軍
の
座
に
つ
き
ま
し
た
。
都

か
ら
遠
く
離
れ
た
平
島
か
ら
の
将
軍
誕
生
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
も
な
く
義
栄
は
織
田
信
長
に
追
わ

れ
、
ふ
る
さ
と
に
近
い
鳴
門
の
地
で
病
死
。
義
栄

の
在
任
は
わ
ず
か
７
カ
月
で
し
た
。

　

や
が
て
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
阿
波
藩
主
、

蜂
須
賀
氏
は
足
利
家
に
対
し
厳
し
い
減
禄
政
策

（
今
で
言
う
大
幅
な
補
助
金
カ
ッ
ト
）
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
4
代
公
方
義よ

し

次つ
ぐ

を
平
島
又
八
郎
と
名

乗
ら
せ
、
以
降
も
「
平
島
姓
」
を
使
わ
せ
る
な
ど
、

公
方
の
権
威
を
引
き
下
げ
る
政
策
を
と
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
阿
波
藩
か
ら
の
冷
遇
に
対
す
る
公
方

家
の
不
満
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
も
、
8
代
公
方
義よ

し

宜の
り

は
、
京
都
の
名
儒
、
島し

ま
津づ

華か

山ざ
ん
を
招
き
子
弟
を
教

育
し
ま
す
。
9
代
公
方
足
利
義よ

し
根ね

は
、
少
年
時
代

か
ら
華
山
に
学
び
、
本
格
的
な
漢
学
の
素
養
を
身

に
つ
け
た
詩
人
に
成
長
。
天
明
6（
１
７
８
６
）年
、

「
棲せ

い
り
ゅ
う
か
く

龍
閣
詩し

し
ゅ
う集
」
5
巻
3
冊
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

棲
龍
閣
と
は
島
津
華
山
の
住
居
の
名
の
こ
と
で
、

平
島
館
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
し
た
。
華
山
の
門
下

か
ら
は
義
根
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
詩
人
が
輩

出
さ
れ
、「
日
本
詩
選
」
な
ど
に
そ
の
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
島
地
域
が
阿
波

国
南
部
に
お
け
る
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
化
2
（
１
８
０
５
）
年
、
9
代
公

方
義
根
は
阿
波
を
退
去
。
退
去
の
原
因
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
主
に
阿
波
藩
に
対
す
る
不

満
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
方
が
平
島
の
地
を
去
っ
て
２
０
０
年
以
上
と

な
る
今
日
、
公
方
の
住
ん
だ
平
島
館
は
も
う
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
（
一
部
は
阿
南
市
や
小
松
島
市
の

寺
に
移
建
さ
れ
て
い
ま
す
）、
約
２
７
０
年
に
わ

た
り
平
島
の
地
に
居
を
構
え
た
阿
波
公
方
は
、
民

間
に
幾
多
の
伝
承
を
伝
え
、
往
来
の
面
影
を
し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

那
賀
川
町（
平
島
）か
ら
室
町
幕
府
将
軍
が
出
た
！

阿
波
公
方

　

阿
南
に
暮
ら
し
た
足
利
氏

　

室
町
幕
府
将
軍
「
足
利
氏
」
ゆ
か
り
の

自
治
体
や
関
係
団
体
、
社
寺
な
ど
で
構
成

す
る
「
全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会
」
総
会

と
特
別
講
演
会
が
、
10
月
17
日
に
、
那
賀

川
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

那
賀
川
町
平
島
は
、
11
代
将
軍
義よ
し

澄ず
み

の

子
、
足
利
義よ
し

冬ふ
ゆ

（
初
代
阿
波
公
方
）
が
移

り
住
ん
で
以
来
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
の

約
２
７
０
年
間
に
渡
っ
て
足
利
氏
の
子
孫

が
暮
ら
し
た
場
所
で
す
。
阿
波
公
方
は
こ

の
地
の
文
化
や
学
術
等
に
大
き
な
影
響
を

残
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
足
利
氏

が
那
賀
川
町
平
島
に
残
し
た
功
績
の
足
跡

を
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※阿波公方・民俗資料館では、企画展「阿波公方が暮らした時代の阿南市内の遺跡」
（詳細15ページ）を開催。また那賀川図書館では、特別展示「図書館資料で見る
阿波公方と室町将軍家」（詳細19ページ）が行われます。

日時　10月17日㈬  16:30～17:30
場所　那賀川図書館　視聴覚室 問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

「足利家文書」「蜂須賀家文書」を中心に確実な史料から、平島に居を構えた「阿波公
方」に関して、「由緒」「格式」をキーワードに、地域文化に果たした役割、徳島藩主
蜂須賀家との関係、阿波退去後の生活の実態など「阿波公方の実像」に迫ります。

1963年生、東京都出身。徳島市立徳島城博物館係長・学芸員、
四国大学文学部日本文学科講師、同准教授を経て同教授・同附
属言語文化研究所所長。専門は日本中近世史・博物館学。

講師　四国大学文学部教授　須藤 茂樹さん

那賀川図書館の庭園「阿波公方の苑」には、
棲龍閣詩集に収められている 9 代公方義根
の漢詩が刻まれています。

資料館は、かつての公方館跡に立地し、
棲龍閣詩集など公方ゆかりの品々を展
示しています。

信行寺には、公方館の門の一つだったと
伝えられている山門があります。

阿波公方の足跡を辿る歴史散策

１

阿波公方・民俗資料館

３

那賀川図書館

信行寺山門

２
西光寺

４

４
３

１

西光寺の境内には、室町幕府10代将軍義稙、
14代義栄、初代阿波公方義冬の墓所があり、
山門の右手には歴代公方の墓があります。

２

那賀川
那
賀
川
大
橋

入場無料・申込不要
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じ
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阿
波
公
方

阿波公方の実像
－「由緒」「格式」「文化」「退去」－

阿南市市制施行60周年記念事業

14代室町幕府将軍　足利義栄の像

阿波公方
キャラクター
　　公方くん

特別講演会


